
　　救急車を呼ぶべきかどうか判断に困ったことはありませんか？

「近所に迷惑や心配をかける」などと救急車を呼ぶのをためらう人もいますが、

「明日でいいか」では取り返しがつかなくなる場合があります。

　　おかしいと思ったらすぐに119番通報してください。

　　そこで、この紙面では、救急車の呼び方やポイント、ためらわずに救急車を

呼んでほしい症状などを紹介します。

　　現在、香南市には７人の救急救命士が勤務しており、常時３人

が待機し、２台の救急車を運用しています。昨年最も救急出動が

多かった月は、８月と１２月。それぞれ約１５０回出動しており、1日平

均は約５回（１日の最高出動回数１５回）となっています。

　　ここ数年を見てみると、出動件数は、年々増加傾向にあります。
また、救急車で、搬送された人の約半数が入院を必要としない軽
傷という現状です。

救急車を呼ぶとき

how to use ambulance

Call 119 
救急車の呼び方

消防署員が質問します
あわてずゆっくり
答えてください
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平成２２.１２.３１現在

出動件数           1,635件
月平均　　      　　　136.3件
１日平均　　             4.5件

救急車の出動状況

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

0

500

1000

1500

2000 年別出動件数（単位：件）

8
1
6

7
7
4

7
8
3

7
6
9

8
7
1

8
7
3

8
6
6

9
3
1

9
9
5

1
0
5
4

1
0
6
7

1
2
1
3

1
3
1
3

1
3
7
2

1
5
4
3

1
4
9
5

1
5
7
1

1
6
0
9

1
7
2
9

1
4
6
4

1
5
3
4

1
6
3
5

１１９番通報すると、消防
署員が救急車の出動に必
要なことを、順番にお伺いし
ます。緊急性が高い場合は、
すべてお伺いする前でも救
急車は出動します。

救急であることを伝える

１１９番通報をしたら、まず
「救急です」と伝えてください。

はい、消防署です。

火事ですか？

救急ですか？

住所はどこですか？

どうしましたか？

おいくつの方ですか？

あなたの名前と連絡先を

教えてください。

救急車に来てほしい住所を伝える

住所は、必ず、市町村名から伝えてください。
住所が分からないときは、近くの大きな建物、
交差点など目印になるものを伝えてください。

具合の悪い方の症状を伝える

最初に、誰が、どのように、どうなったと簡潔に
伝えてください。
また、分かる範囲で意識、呼吸の有無などを伝
えてください。

具合の悪い方の年齢を伝える

具合の悪い方の年齢を伝えてください。
分からないときは「６０代」のように、
おおよそでかまいませんので伝えてください。

あなたの名前と連絡先を伝える

あなたの名前と１１９番通報後も連絡可能
な電話番号を伝えてください。
場所が不明なときなどに、問い合わせること
があります。

▲救急車に乗っているのは、

救急救命士で、緊急時にお

ける蘇生や処置を施す専門

家です。
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※携帯電話も１１９番へ 広報こうなん ２０１１.６ (２)
(３) 広報こうなん ２０１１.６
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